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１
１
月
に
な
り
ま
し
た
。
朝
夕
は
だ
い
ぶ
寒
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
１
日
の
気
温
差
が
大
き
く
、
体
調
管
理
が
難
し
い
時
期

に
な
り
ま
す
。
規
則
正
し
い
生
活
や
必
要
に
応
じ
て
登
下
校
時

に
防
寒
着
を
用
意
す
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。 

人
定
で
は
、
総
合
的
な
探
究
／
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
人
定

Ｍ
ｙ
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
と
し
て
「
Ｕ
Ｄ
化

観
光
マ
ッ
プ
」
作
成
を
全
生
徒
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

Ｕ
Ｄ
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
略
で
す
。
先
日
生
徒
に
は

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
が
、
１
２
月
１
７
日
（
金
）
に
は
地
域
に

出
て
、
担
当
す
る
観
光
地
の
紹
介
動
画
を
撮
影
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
生
徒
た
ち
は
動
画
撮
影
に
向
け
て
紹
介

す
る
内
容
や
紹
介
の
仕
方
な
ど
を
班
に
分
か
れ
て
準
備
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
中
に
は
完
成
し
て
人
吉
高
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
予
定
な
の
で
楽
し
み
に
さ
れ
て
く

だ
さ
い
。 

さ
て
、
今
回
は
「
協
働
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
調
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
．
人
定
で
今
取
り
組
ん
で
い
る
「
人
定
Ｍ
ｙ

Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
」
は
「
協
働
学
習
」
と
い
う
形
で
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
現
場
で
は
「
協
働
」
と
い
う
言
葉
を
た
く
さ
ん
聞
き
ま

す
。
そ
こ
で
私
自
身
の
勉
強
の
意
味
を
込
め
て
調
べ
て
み
ま
し

た
。「
三
省
堂
辞
書
ウ
ェ
ブ
編
集
部
に
よ
る
こ
と
ば
の
壺
」
と

い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
「
協
働
」
は
２
０
０
８
年
の

第
６
版
か
ら
辞
書
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
共
同
」「
協
同
」

「
協
働
」
は
音
が
同
じ
で
、
意
味
も
似
て
い
る
の
で
、
ま
ぎ
れ

や
す
い
言
葉
で
す
。
こ
の
う
ち
、
最
も
し
ば
し
ば
目
に
触
れ
る

の
が
「
共
同
」、
次
に
「
協
同
」
で
す
。「
協
働
」
も
戦
前
か
ら

あ
っ
た
言
葉
で
す
が
、
近
年
、
官
民
協
働
な
ど
の
形
で
よ
く
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
意
味
で
す
が 

・「
共
同
」【
二
人
以
上
の
人
が
一
緒
に
・
す
る
（
使
う
）
こ

と
】 

・「
協
同
」【
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
】 

・「
協
働
」【
同
じ
目
的
の
た
め
に
、
力
を
あ
わ
せ
て
働
く
こ

と
】 

 
 

つ
ま
り
、
協
同
は
力
を
あ
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
共
同
に
は
力
を
あ
わ
せ
る
と
い
う
要
素
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
共
同
浴
場
や
共
同
受
信
ア
ン
テ
ナ
は
，
別
に
力

を
合
わ
せ
て
風
呂
に
入
っ
た
り
、
電
波
を
受
信
し
た
り
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
を
一
緒
に
使
っ
て
い
る

だ
け
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
な
ら
ば
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で

い
る
学
習
は
「
協
同
学
習
」
で
も
良
い
の
で
は
な
い
の
か

と
思
う
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
同
じ
目
的
の
た
め
に
力
を

あ
わ
せ
て
学
習
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
人
定
Ｍ
ｙ
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
で
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
「
協
働
学
習
」
で
す
。「
Ｕ
Ｄ
化
観
光
マ
ッ
プ
」

を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
人
定
全
員
で
力

を
あ
わ
せ
て
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

●
注
意
・
連
絡
事
項
● 

・
新
規
に
就
労
を
希
望
す
る
場
合
は
早
め
に
担
任
の
先
生
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
１
１
月
３
０
日
（
水
）
～
１
２
月
９
日
（
木
）
は
考
査
前

１
週
間
及
び
考
査
期
間
で
原
則
就
労
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
は

禁
止
の
期
間
と
な
り
ま
す
。
就
労
先
と
シ
フ
ト
等
の
確
認

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 



インターネットには、日々多くの写真や動画が投稿されています。最近では写真や動画の投稿に特
化したSNSが人気を集めていることもあり、日常の様子を撮影した写真や動画を日記のように投稿し
ている子どもたちも多くいます。しかし、中には問題のある写真や動画が投稿されているのも事実で
す。

こんな写真や動画の投稿に注意しましょう
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インターネット上でよく見かける、問題のある写真や動画
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撮影時に注意を払うのはもちろん、写真や動画をインターネットに投稿する前に、それが問題
のあるものではないか必ず確認するよう、子どもたちに指導していく必要があります。

インターネットに投稿されがちな写真・動画の例と、それらの投稿にどのような危険性があるかを
以下に説明したいと思います。

個人の特定につながる情報が
写っているもの

許可を得ずに友だちが写った
写真や動画を載せたもの

他者が写り込んでいるもの 撮影禁止場所で撮影したもの

A子

雪すごかったから、
部屋から撮った！

家の中から撮影した外の風景の写真・動画か
ら住所がわかったり、家の近くの店を撮影した
ものから住んでいる地域がわかったりというよ
うに、写真や動画に写ったものが個人の特定に
つながるケースがあります。

インターネットに自分が写ったものを載せた
くないと考えている人は多くいます。そのため、
どれだけ仲がいい友だちでも、その人の許可を
得ずに写真や動画を載せると、トラブルになっ
てしまうことがあります。

対象の人物が投稿を目にして、トラブルに
なってしまう可能性があります。こうした写真
や動画をどうしても投稿したいときは、個人が
判別できないように加工しなくてはいけません。

投稿を見た人たちから非難のコメントが集ま
る可能性があります。イベントなどに参加する
際は、撮影が禁止になっていないか、事前に確
認しておく必要があります。


